
令和 8 年 3 月 9 日

第25回福岡アジア美術館アーティスト・イン・レジデンスの成果展

『記憶の手ざわり：世界をつなぎとめるために』
福岡アジア美術館が招へいした４人のアーティストたちは、Artist Cafe Fukuokaを拠

点に福岡の風景や音、記憶や身体などをテーマに滞在制作をおこなってきました。この

たび、その成果を発表する展覧会を開催します。会期中はトークイベントやパフォーマ

ンスも予定していますので、ぜひ会場に足をお運びください。

【お問い合わせ】

学芸課 交流・教育係 担当：中尾・桒原
TEL: 092-263-1103 FAX: 092-263-1105
E-mail: nakao.t03@city.fukuoka.lg.jp

市政記者各位

会 場：Artist Cafe Fukuoka（福岡市中央区城内２－５）
スタジオ、ギャラリー、グランドスタジオ

会 期：2026年3月20日（金・祝）～4月12日（日）11：00～19：00

観覧料：無料 ※3月23日（月）、30日（月）、4月6日（月）は休館

記憶の手ざわりと想像力を頼りに、それぞれの表現に向き合ってきた

４人のアーティストたちの作品を展示します。

英語・中国語の通訳もできますので、取材をよろしくお願いいたします。

【参加アーティスト】

チェン・イェンチー（台湾）

滞在期間：2025/10/1〜11/22
2026/2/25〜3/30

街中の音や人々の行動、台湾で知
られる日本の流行歌からインスピ
レーションを受けて作品を制作。

小田原ルーカス（ブラジル）

滞在期間：1/13〜3/26

門を「移動」のメタファーとし
て、和紙や柿渋を用いた大規模
インスタレーションを制作。

アルピタ・アカンダ（インド）

滞在期間：1/13〜3/25

博多織や久留米絣、古地図などを
リサーチ。そうしたイメージを紙
織り技法を用いて作品化。

進藤冬華（北海道）

滞在期間：2025/10/14〜12/22
2026/2/25〜3/30

福岡から北海道へ入植した人々の
歴史をリサーチ。滞在中は市民と
のワークショップも多数開催。

■アーティスト・トーク

第一部ではアーティストがそれぞれの展示作品前で話し、第二部でレジデンス全体について話します。

※海外アーティストには逐次通訳あり

日時：３月２０日（金・祝）１４：００～１６：３０

集合：Artist Cafe Fukuoka内ピロティ

■パフォーマンス

アルピタ・アカンダによるパフォーマンス。

※アーティスト・トーク中も開催、トーク内でもご覧いただきます。

日時：３月２０日（金・祝）１２：３０～１４：３０

会場： Artist Cafe Fukuokaスタジオ２
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